


Barrie(1948 年)が泡沫細胞肉芽腫性慢性腎孟腎炎を指摘して以来,Xanthogranulomatous 

pyelonephritis(XGPN)の名称による報告がなされているが,慢性腎孟腎炎で定型的な病理

形態像を示す例は稀である。本症の間質に出現する泡沫細胞は,中性脂肪,コレステロール,

ムコ多糖類を含有し,その形態像は特徴的であるが,XGPN のみの特異像ではなく,遺伝性腎

炎をはじめとして,慢性糸球体腎炎,膜性糸球体腎炎,SLE,糖尿病性腎症など,主としてネフ

ローゼ症候群を呈する疾患に際し,比較的高頻度に間質・尿細管まれに糸球体上皮細胞に証

明される。しかしこれら泡沫細胞と XGPN の病理発症についてに明確にされていない。 


